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は じ め に
中級 あ るい は上 級 レベ ル に お いて技 能別 ク ラ ス が設 置 され る こ とは決 し
て めず らしい こ とで は な い が,初 級 か ら初 中級 と い う レベ ル で 「技 能 別 選
択 科 目」 と して実 施 され る例 はそ れ ほ ど多 くな い。 これ は ・一 般 に・ 初 級
と い う レベ ル には,あ る個 人 の,あ る特 定 の能 力 を伸 ば す よ りも学 習 者 全
員 に普 遍 的 で基 本 的 な技 能 や 内容 を教 え る とい う 目標 が あ る とみ な され て
い る こ と に よ ろ う。
国 際部 で,普 通 日本語 科 目 とは別 に,「 ワ ー ク シ ョ ップ」 とい う科 目名
で技 能別 選 択 日本 語 科 目 を設 置 しは じめ て2年 にな る。 現 在 もな お ・各 ワ
ー ク シ ョップ の内 容 ,シ ラバ ス,教 材,指 導 法 な ど依 然 と して試 行 錯 誤 を
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重 ね て い る。 しか し・侮 に あま り例 を見 ない初 級 段 階 の学 生 にた いす る試
み と して,実 施1年 目 の ワー クシ ョ ップ の い くっ か を取 り上 げ,そ の概
要,課 題 な ど を論 じ る意 義 が高 い と考 え1こ こ に担 当者 の うち 尋人 で 小 論
を発 表 す る こ と に した 。
1とIIIは 岡野 が,IIは 各 ワー ク シ ョ ップ を担 当 した堀,長 友,神 尾,
岡野 が それ ぞ れ執 筆 した。
1ワ ー ク シ ョ ップ 設 置 の 背景.
数 年 前 か ら,徐 々 にで は あ るが,学 生 た ちの 中 に 目本 語 専攻 ・副 専 攻 の
学生 が増 え る傾 向 が み られ た が,そ れ らの学 生 か ら 目本 語 関連 の単 位 を も
っ と取 得 した い とい う要 望 が寄 せ られ る よ う にな っ て き た 。 同 時 にま た,
聞 き取 りが 悪 い ので もっ と訓練 を 受 け た い,も ク と 話 せ るよ うに な りた
い,漢 字 を集 中的 に学 習 した い,何 か 読 み物 を読 み た い,文 章 を書 く練 習
をした い,な ど とい う声 が しば しば聞 か れ るよ う に な っ て き た 。 しか し,
普通 の ク ラ ス で は こ う した個 々 の学生 の 二 一ズ に応 え る こ とは非 常 に むず
か しい 。4技 能 の どれ も多 かれ 少 なか れ普 通 日本 語 ク ラス で指 導 され てい
るが,時 間的 に も量 的 ・質 的 に も限界 が あ る。 「ワ ー ク シ ョップ 」 とい う
形 で新 た な科 目 を設 置 す る こ と に な った の は,一 っ には1992年 度 か らの
カ リキ ュ ラ ム改 編9を き っか け と して,1こ れ ら学 生 か らの要 望 に応 え学 生
の語 学 力 とプ ロ グ ラ ム の向 上 をは か る必 要 が あ っ た か ら で あ る。 さ らに,
日本 語 プ ・グ ラ ム ・フ ー デ ィネ ー ター と して,筆 者 に は,指 導 内 容 を あ る
特定 の技 能 に集 中 させ る こ と によ っ て普 通 の ク ラス の授 業 研 究 とは異 な る
授業 研 究 が活 発 に行 わ れ る よ うにな り・ 教 師 の専 門 性 が生 か され る と と も
にそれ をい っそ う向 上 させ る結果 を生 むで あ ろ うと の期 待 も あ った.
ワ ー ク シ ョップ実 施 の前 年,準 備 の一 環 と し て 当時 の在 学 生100人 ほ ど
を対 象 に 「選択 目本 語 科 目 が あ った とした ら履修 した い か・ ど うい う内容
1)岡 野喜美子r特 集 国際部の 日本 語科 目につ いて一1992年9月,新 カ リキ
ュラムヘの移行 」 日本 語セ ンター報第8号 に詳細 が報告 されてい る。
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の もの な ら履修 した い か」 な ど の二 一 ズ 調査 を行 っ た。 次 年 度 に来 日す る
学 生 と二 一ズ 恭異 な る可 能 性 は 大 い に あ る も の の,一 般 的 な傾 向 を知 るた
め に行,つた もので あ る。 ワ ー ク シ ョ ップ の 内容 を決 め る に あた って は 担 当
す る教 師 の側 の希 望 や 得 意 分 野 も参 考 に した。 さ ら に・来 日直 後 の秋 学 期
にふ さわ しい 内容 の もの と,学 習 が か な り進 ん だ時 期 の春 学 期 にふ さわ し
い もの とい う観 点 か ら も,秋,春 に設 置す る ワー ク シ ョ ップ の 内 容 の 調 整
を行 つた 。
これ らの結 果 か ら,初 年 度 の1992年 の 秋 学 期 には 左 下 の よ うな ワー ク
シ ョップ を,ま た春 学 期 つ い て は1月 に予 備調 査 を行 った うえで,右 下 の
よ うな ワー クシ ョ ップ を設 置 した。コ ー ス は週1コ マ(90分)の 授 業 を1学
期 間(12週)行 って修 了 し,各 クラ ス は近 接 す る2レ ベ ル 程 度 の 学 生 を対
象 に設:ナ られ た 。
秋学期(1学 期〉ワー クシ ョップ 春学期(3学 期)ワ ークシ ョップ
聴解4ク ラス(初級～初中級 〉 聴解 ・会話4ク ラス(初級 ～初 中級)
表現2ク ラス(初 級後期 ～初 中級)漢 字2ク ラス 〔初中級)
敬 語1ク ラス(中級)新 聞1ク ラス(中級)
文学1ク ラス(中級後期)
小論 で取 り上 げ た ワー クシ ョップ は,秋 学 期 の 「表 現 」(初級 中 期),「 聴
解 」(初 級 前 ～中 期),「 敬 語 」(初中級 一 中級 〉と春 学 期 の 「漢 字 」(初 級 中 一
後 期)の4っ で あ る。
II各 ワークショップの概要と分析
1表 現 ワークシ ョップ
1〉 選択科 目としての位置付け
選択 目本語 におけるr表 現」のワー クシ ョップとは主 に文章表現 の指
導,つ まり書 くカの養成 を目指 したものである。一般的に書き言葉 として
の表現指導は,そ の必要性が論じられつつも他の技能に比べ,指 導しにく
い要因が多いため,後 回 しにされる傾向があり,教 室活動として扱われる
時間配分も少ない。国際部 においても学生の置かれている生活・学習環鏡
一107一
を考 え る と・具 体 的 会話 揚 面 に必 要 な技 能 面 を重 視 した コ ミ ュニ ケ ー シ ョ
ン能 力 の養 成 が急 務 で あ り,ま た,当 然 の こ とな が ら学 習 者 の意欲 も文 章
表現 よ り口頭表 現 に向 け られ て い る。 そ の上,自 国 で も系 統 立 った書 き言
葉 の訓 練 を受 けず に来 目す る学生 も多 く,流 暢 に話 す わ りに は正確 な文 章
恭書1ナな い とい うの も現 実 の こ とで あ る・ そ の こ とが来 日後,日 がた つ に
つれ て フ ラズ ト レー シ ョン とな り,書 く こ とに対 す る苦 手 意 識 を助 長 して
いる よ う に も思 わ れ る。 確 か に書 くとい う作 業 は,漢 字 学 習 と同 じ よ う に
個 人 的 な努 力 に委 ね られ る面 も多 く,教 師 の指 導 も個 々人 に向 け られ た対
応 が有 効 とな ろ う。 そ の点,選 択 科 目 と して の表 現 ワー ク シ ョップ の存 在
は,通 常 の授 業 で は無理 な面 を補 強 す る上 で も・ ま た,学 習 者 の弱 点 を克
服 した い とい う二 一ズ と も合 致 して い る と言 え る。
2)授 業 目標
ク ラス 構 成 は 登 録 学 生数7名(ア メ リヵ5名,ス ゥェー デ ン2名)の 小 ク
ラス で,秋 学 期12コ マ と い う短 い期 間 の中 で 書 く力 をど の よ うに伸 ぱ し,
どの よ うな表 現 力 をつ けた らよ いの か,目 標 設 定 に 当た りACTFL(全 米
外 国語 教 育 協 会)の 外 国 語 能 力基 準(LanguagePr面clencyGuldelines)の
「書」 能 力 に対 す る記 述 を参 考 に した
。
こ こで は ガ ィ ドラィ ンの詳 細 につ いて は省 くが,範 囲 をACTFLσ)中
級2ン「書 」 能 力 に絞 っ て見 てみ る と 「中級 一 下 」 で は蔑 習 の語 彙 や 文型 を
使 って簡 単 な文 が書 け るが,ま だ表 現 は不 適 切 で あ る。 「中級 一 中」 で は
個人 的 な経 験 に基 づ い た馴 染 み の あ る話題 にっ い て,複 雑 で な い構 文 を使
って書 け るが,ま だ脈 絡 の な い文 章 や 断片 的 な文 にな り易 い。 「中級 一上 」
では実 際 に役 立 つ状 況 に対 処 で き る よ うにな り,簡 単 な手 紙 や 日常 の経 験
な ど大 筋 が書1ナ る。 ま た,段 落 を幾 つ か使 って描 写 した り,叙 述 した 多す
る様 子 も見 え始 め る。 総 合 的 に言 うな らば・ 中級 レベ ル で は ま だ誤 りが多
く,外 国 人 の書 い た もの に慣 れ て い る母 語話 者 に理 解 して も らえ る程 度 と





上級になると通信文,メ モ書き,文 章の整った要約,事 実関係に基づい
た叙述や描写など高頻度構文では十分正確に書けるようになる。 しかしな
がら複雑な文を作る場合には,よ く間違いを犯す。特徴としては少なくと
も数段落の長さの談話文にまとめられ,文 章構成 も意識 し始める。









(i)ひ とまとまりの文章としての段落文が正確 に書 け,最 終的には複
数の段落で文章がまとめられるようにすること。
(2)書 く材料は 目的や意図力虹はっきりと していて,実 用に即 した基本
的技術が身 につけられるものであること。
(1)に ついては特に語句と語句,文 と文の繋ぎに関係する接続語句 を取
り上げ,そ れぞれの文や文章の中で,ど ういう役割 をして い るか を確認
後,例 文 を参考 に文 を作ることを基本練習 にした。また文脈指示 に問違い
が多いことから,指 示語の使い方も作文例 を読みながら注意 を払 うように
した。
(2)の 題材 としての幾つかは,掲 示板 に実際に張れ るようなメッセージ




解教材,具 体的 にはr読 みへの挑戦』(伊藤他,1992),新 聞記事 などか ら
身近な話題 を求 め,読 んだり話 し合った9す ることによって,書 く材料や
語彙 を増 やして行った。
4)反 省点 とまとめ
実生活 です ぐ役立つ表現 を重視 した授業は学習看 に成就感を与え,進 ん
で書 くことの動機付 けになったように思 う。 しかし不十分な りにで も書き
手の考えを明確 に文章化 したり,自 由に感情表現 した りするカ を育てると
いう点では欠 けていた。 というのも段落文 を正確 に書 くという目的 を強調
する余 り,書 き出しや文末表現 を書式化 したものを与え,空 欄 を埋めるだ
けの練習が多かったこと,ま た,手 紙文や報告文など決 まりきった表現 を




力の差が問題 となった。この点は書 く作業の前段階である教室活動全体 に
影響 し,教 材の選択 をよ り困難なものとした。今後・表現ワークショップ
の効果的指導法 を考えるとき,こ の能力差 をどのような教材で対処 してい
ったらよいか宿題 としたいところである、・(堀)
2聴 解 ワ ー ク シ ョ ップ
1)は じめ に
秋 学 期 の聴 解 ワー クシ ョップ の授 業 で は,日 本 で 日常 生活 を送 る上 で必
要 な情 報 が聞 き取 れ るよ うに な る こ と を 目指 した 。 「聞 き取 れ る,聞 いて
わ か る」 に は次 の プ ロ セ ス を通 過 し な けれ ば な らな い.
① 音 を聞 く → ② 使 用 言語 の 音韻 体系 で 弁別 して 聞 く → ③ 構 文 的
に聞 く → ④ 文 の意 味 を認 識 す る → ⑤ 記 憶 に と どめ る
原 則 は上 記 の5つ の プ ロセ ス に な る が,現 実 には 聞 き取 り場 面 で波 の よ
うに押 し寄 せ て く る情 報 の全 て を上 記 のプ ロセ ス で処 理 して い るわ け で は
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な く・ 聞 き流 す能 力 も必 要 で ある し,聞 き損 な った りす る こ と も あ る が,
そ れで も 生活 上 不 便 で な い 程 度 に は 理 解 で き る、 それ は 言語 知識 や 文脈,
それ に言語 外 の知 識 つ ま り社 会 常識 を利 用 しな が ら頭 で聞 い て い るか らで
あ る。
わ か らな い と ころ が少 々 あ って も,や さ しい会 話 な ど を どん どん 聞 き取
らせ る必 要 があ る・ そ こで は ・必 要 な情 報 だ け を捉 え て処理 す る締 習 を行
うこ とで・ 自分 の持 って い る言 語 能 力 を総 合 的 に運 用 す る訓練 にな る。 一
方 ・聴 解 力 養 成 のた め に は大 ま か に聞 き取 る だ けで な く・細 か い 部分 に も
注 意 を向 け て聞 くよ うに す る訓 練 も必 要 で あ る。
そ こで ・ 最初 に述 べ たr日 本 で 日常 生活 を送 る上 で必 要 な情 報 が聞 き取
れ る」 よ うにな るた め に・ 大 まか に聞 き取 る練 習 と細 か い部 分 に注 意 を向
け て聞 き取 る練 習 を行 った 。 担 当 ク ラ スは,対 象 レベ ル はJ4・J5,学 生 数
11名,授 業 回数n回 で あ った。 使用 教材 は 『SituationalFunctlonalJap・
anese一 で,Vo1.1,Vo1.2か らTask&A¢tivitiesの み,8回 分 を取 り上
げ た。 テ ー目プ は各 自持 た せ た0














「レス トラ ンで注 文 す る」/PreTest
「場 所 を聞 く」
「わ か らな い言 葉 を聞 く」
「事 務 室 で の会 話 」
「電 話 を か げ る」
「許 可 を求 める」
「道 を聞 く」
鞠 　　別鱗 表
10資 目L・13rい ろ い ろ な揚 面 で の や り ・も ら い表 現 を用 い た会 話 」
11日 目Fina王Exam〆PostTest1ア ンケ ー ト
1L回 の短 い=一 ス だっ たた め,揚 面 選 択 に十 分 な検 討 を加 えて,日 常 生
一11i一
活 の中 で必 要 と思 わ れ る場 面 を選 ん だ。 毎 回,前 の週 に習 った言 葉 や 表 現
のデ ィ クテ ーシ ョン を授 業 の最 初 に行 っ た。聴 解 練 習1と して,そ の課 に
出 て くる語 彙 の デ ィク テ ー シ ョ ン を行 い,そ の後,新 出語,表 現 の説 明 を
した。聴 解 練 習2で は タス ク リス ニ ン グ を行 い・聴 解 練 習3で は会 話 の 中
で の短 文 の デ ィ クテ ー シ ョ ン を行 っ た.最 後 に,応 用 練 習 と して聴解 練 習
1,2,3で 学 習 した言葉,表 現 を使 って 口頭 練 習 を した り,短 い物 語 文 を
聞 い て 口頭 で のQ&Aの 練 習 を した。
毎 回,揚 面 を設 定 した の は,学 生 が持 っ て い る言 語外 の知識 をそ の場 面
に利 用 す る こ.とを ね らった た め で あ る。 聴 解 練 習1,3で は 細 か い聞 き取
り(音 節,単 語,玉 文 か ら2～3文 の会 話文)を す る こ と がね らい で あ り,聴
解 練 習2,応 用 練 習 で は言 語 外 知 識 を利 用 しな が ら大 ま か に聞 き取 る こ と
をね らっ た。
11回 の授 業 の うち,8,9回 目 に グル ー プ別 の会話 発 表 を取 り入 れ た 。 予
定 で は学 生 が興 味,関 心 あ る揚 面 や状 況 を録 音 して,そ の内容 につ いて 発
表す る もの で あ った。 と ころ が ・学 生 全 員 に持 た せ る器 材 が揃 え られ な か
った こと,録 音 の際,雑 音 が入 りす ぎ る こ とな どの理 由で 中止 せ ざる をえ
なか っ た.そ の代 わ りと して,グ ル ー プ で揚 面 を設 定 して会 話 作 りを させ
て発 表 す る こ と に した。 グ ル ー プ は3,3,4入 の3っ の グル ー プで,同 程
度 の レベ ル の学 生 を組 ま せ た。 学 生 達 は既 習 の表 現 を上 手 に使 い,そ れ ぞ
れ の グル ー プ の発 想 で ま とま りの あ る会話 作 りを行 っ た。
3)問 題 と反 省 ・ 学 生 か らの 評 価
午 後 の ク ラス に もか か わ らず,学 生達 は全 体的 に出席 を よ く し・ 宿題 の
提 出 もよ く,授 業 に も積極 的 に参 加 した 。最 終 日に行 った ア ンケ ー トの 結
果 は大 体 次 の よ うで あ った。
①(J4の 学 生 か ら)J6,J7の 学 生 には丁 度 よ い コー スか もしれ な い が,
郵 の学生 には少 し難 しか った 。
② 聴 くカ がつ き,新 しい表 現 や 単 語 が覚 え られ て よか った。
③ 発 表 は み ん な でカ を合 わせ て何 度 も練 習 した。 とて も楽 しか った。
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最 初 の授 業 の 日にJ4ゐ 学 生 の中 に カ タ カ ナ,ひ らが な が正 確 に書 け な
い学 生 が2,3名 いた 。 また,対 象 レペ ル が 」4・」5の ク ラ スで あ るに もか
かわ らず,聴 解 の み が弱 い とい う理 由 で 」6か ら1名,」7か ら3名 の学 生
が こ のク ラス を と って いた。
11回 の授 業 で は効 果 がで る には短 く,ま た,レ デ ィネ ス,二 一 ズ の異 な
る学生 に対 応 した コー ス設 定 は難 しい。 少 な い回 数 で聴 解 力 が つ い た と学
生 が満 足 で き るよ うな授 業 は難 しい が,ワ ー ク シ ョ ップ で な い と得 られ な
い満 足 感 ・ 達 成 感 を学 生 が持 て るよ うな 「聴 解 ワ ー ク シ ョ ップ」 の'コー ス
が設 け られ る こ とが望 ま しい。 それ に は,レ ベ ル で分 け る の で は な く,内
容 や方 法,例 え ば 「TVニ ュー ス を見 る コ ー ス」,「 どデ オ を見 るコ ー ス」
な ど選 択 で き る よ うに し てみ るの も一 つ の方 法 か も しれ な い。(長 友)
3漢 字 ワー ク シ ョ ツプ
漢 字 ワー ク シ ョ ップ2は,春 学期 に 」6,J7の 学生 を対 象 に,「 漢 字 に対
す る基礎 知 識 を広 げ る。 また,実 際 目本 で の 日常 生 活 にお い て使 われ て い
る漠 字 教 材 を用 い て,読 み 能力 を養 う。」こと を 目標 に設 け られ た 。筆 者 は
1)漢 字 に対 す る基礎 知識 を広 げ・ 未 知 の漢 字 語 彙 で も意 味 の見 当 をつ け
る類 推 力 を育 て,漢 字 の造 語力 に気 付 か せ る。
2〉 学 生 た ち 渉 日常 生活 で遭 遇 す るで あ ろ う漢 宇 教 材 の使 用 。
を2本 の柱 ど して心 掛 け た。 また,時 に は ゲ ー ム的 要 素 を取P入 れ,熟 語
作 りの練 習 や 熟語 のパ ズ ル をや るな かで 熟 語 の学 習 も した 。
上 記 の2項 目 の具 体例 を紹 介す る と,1〉 「象 形 文字 の 紹介 」 「部首 の勉
強 」r熟 語 の語 構成 」(予 定 してい て 時 間 の都 合 で.割愛 した もの の 中 には
「接 頭 辞 ・接 尾辞 の漢 字 」 「長 い漢 字 熟 語 の意 味 区分 」等 が あ る。)2〉 「い
ろ い ろな 表示 〔交 通 機 関 ・役 所 ・店 舗 等 に お け る)」 「そ ば屋 の お品 書 き」
「人 名 ワ)漢字 」「目本 の行 政 区分(都 道 府 県 名)」 「書 店 で見 る漢 字 」「時 刻 表 」
「漢 字 で遊 ぶ(漢 字 を使 っ た ドア ・サ イ ン)」 「ま ち で見 る漢 字 」 等 で あ る
。
そ の他 に,宿 題 と して毎 週 学 生 た ち にr町 で 見 た漢 字 」 を集 め させ,読
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み,意 味,漢 字 を見 た所,コ メ ン トを発 表 ・報 告 させ た。 学 生 た ち は多 少
のめ ん ど う く ささは あ った もの の,町 で 見 た広 告 ・表 不 ・ 大 学 内 の 表 示 ・
商 晶や 品 物 に書 か れ た 説 明,雑 誌 等 ・ 身 の回 りか ら毎 回興 味深 い熟 語 ・語
句 を集 め て き て,そ れ に つ いて 調 べ た こ と を発 表 した。 「ち よ っ と大 変 だ
った が,互 い の発 表 を聞 いて い て勉 強 にな った 。」 「目常 生 活 の 身 の回 りの
漢 字 に注 意 深 くな った し,漢 字 を調 べ る,い いmotlveに な っ た 。」等,感
想、を述 べ て いた。
また,授 業 初 日の学 生 の二 一 ズ 調 査 で,「 何 か読 み 物 の 中 で漢 字 学 習 を
した い。」 と い う要 望 が あ り,帰 国 子女 用 に開 発 され た 中級 読 解 教 材 も使
用 した。 取 り上 げ た の は 「わ た しは 美 人」 「二 房 のぶ ど う(有 島 武 郎 原 作)」
で,r一 房 のぶ ど う」 の方 は中級 の学 習 音 を対 象 に,r辞 書 の助 け を借 りず
に,名 作 に角虫れ る楽 し さ を味 わ う」 た め に・書 き直 され た もので あ る。
授 業 の流 れ と して は,ク ィ ズ,「 町 で 見 た漢 宇 」 の発 表 ・提 出,読 み 物,
上記1)2)に 関 す るプ リン トを90分 の 中 で消 化 した。
毎 回i受業 の 初 め に行 った クイ ズ で は ・前 の週 に 学習 レた こ との 中 か ら1
漢字 熟 語 の読 み,意 味 の確 認 を簡 単 に行 った。
評価 は 授 業 参 加 ・出席30%宿 題20%
クイ ズ20%漢 宇 試 験30%
と して,毎 回 の授 業 の比 重 を多 く した。
最 後 の漢 宇 試 験 に関 して は,.最 後 の3週 間 に扱 っ た漢 字 練 習 問題 に沿 っ
た もの と した。 そ の練 習 問 題 は,あ る漢 字 の字 訓 ・熟 語 の入 っ た語 旬 ・文
に適 当 な漢 字 を入 れ させ,振 り仮 名 も付 け させ る もので あ る。 例 え ば,
()一 一 毎 朝 八時 に家 を()る 。 引 き()し 。 入 り口 と()口 。
土 曜 日は外()す る こ と が多 い。 明 日,旅 行 に()発 す
るo
ア メ リカ の カ リ フォル ニ ア州()身 。 テ レピ に()演 す
る。
このす べて の(〉 に共通 す る漢 字 を書 か せ,読 み方 も確 認 す る。 漢 宇 試
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験 も これ に準 じた。 この練 習 も比較 的 学 生 た ち に は好 評 で あ っ た。
漢 字 ワー クシ ョソプ の ま と め で あ る が・ プ リ ン ト類 は お お む ね好 評 で,
「い ろ い ろ勉 強 にな った
。 面 白 くて,役 に立 っ た。」 とす る コメ ン トが 多 か
った一 方,反 省 す る点 として 次 の2点 を あげ て お く。
一 つ は
,こ の ワー ク シ ョップ を通 じて 認 識 漢 字 を 増 や す と い う こ とで,
授 業 中 の扱 い方 も,ク イ ズ な どで も,読 み 中心 の 方 向 が 強 か っ た。 しか
し,学 生 が,こ の漢 字 ワー ク シ ョップ を評価 した 中 に も 「も っ と書 き方 の
勉 強 を した か った 。」 と あ った こと,そ れ に 「漢 字 とい うの は一 定 の筆 順
に従 って実 際 に書 いて 覚 え る こ とが必 要 だ とい うこ とで あ る。(中 略)読 み
だ け覚 え る漢 字 の揚 合 も,書 きの練 習 が必要 で あ る。実 際 に書 いて み て複
雄 な字 画 を正 し くと らえ な けれ ば,『 矢 』 と 『先`,『 描 』 と 『猫 』 の違 い
も分 か らな くな るか らで あ る。 その点 で,漢 字 は 『目で 覚 え る』 も ので は
な く,『手 で覚 え る』 もので あ る。」(武 部;1983)と あ る よ う に,学 生 に と
って は負 担 は大 き くな るか も しれ ない が・ や は り,r書 く」・こ との重 要 さ
は強 調 され るべ きで あ る。
また、 読 み物 を通 して漢 字 を学 習 す る揚 合,そ の読 み 物 の 選 択 は,よ り
慎 重 に され るべ きで あ る。 今 回 の筆 者 の選 択 はrや さ しす ぎ た。」 と い う
こ とで あ る。 読 み 物 の選 択 は,そ の難 易 度,長 さ,ジ ャ ンル等,通 常 の 日
本 語 ク ラス の教 員 と も密 に連 絡 を取 り・ よ り適 当 な も の を選 ぶ 必 要 が あ
る。(神 尾)
4敬 語 ワ ー ク シ ョ ッフ0
敬 語 ワー ク シ ョ ップ は,初 級 学 生 を対 象 とす る他 の ワー ク シ ョップ と ほ
異 な り,初 中級 か ら中級 の段 階 の学 生(」9,」10)を 対 象 と して設 け られ た 。
普 通 の会 話 が不 自由 な くで き る者 とい う条 件 をシ ラバ ス に載 せ た結 果 か ら
か,ク ラ スはJ9か ら3名,」10か ら7名 と い う構 成 と な った 。 敬 言吾ワ ー
クシ ョップ の 目標 は・a)敬 意 の表 し方 を知 る・b)敬 語 表 現 が使 え る よ う




授業初 目の予備知識クイズで,尊 敬語 ・謙譲語の区別 をふ くめ基礎的な
敬語知識 のない学生がいることがわかり,ま ず最初の尋週間の学習はそこ
に集中して講義を行 った。それと同時に・目上(教 師)に対する簡単な授業
欠席への断わ り,あ るいは謝罪,教 師に対する面談の申し込み,推 薦状な
どの依頼,学 生から要望の高 かった電話会話(伝言 をふ くむ)な ど口頭表現
としての敬語 を中心に毎回練習を行 った。また,少 ない授業時間の中か ら
教師(母 国あるいは現在の)へ の上記内容の手紙 ・メモなど,学 生 が実際に
書くことを必要 とする相手や事柄 にしぼって,書 く練習 も取 り入れた。随
時,見 本 となる電話会話などを入れたテープをもたせ,型 を覚えさせると
同時に聞き慣れをもはかった。
授業内容と構成












尊敬語の学習 ・テス ト/メ モを書 く
謙譲語g学 習 ・宿題/簡 単な手紙 を書く
謙譲語の学習 ・宿題/手 紙講評/廊 下で教師に話しかける
謙譲語のテス ト/駅 のアナウンス(聴解)/電 話会話
尊敬語 ・謙譲語の再テス ト(前回のテス トで問違 えた もののみ。
学生によ り違うテス ト問題になる)1電 話会話(伝 言〉
天皇訪中ニュースをビデオで見る1敬語の聴解)!電 話会話(伝 言)
電話会話(こ とづけをする,受 ける,申 し出る)〆伝言の内容 を伝
える1ゲ ストを迎えて話を聞き,敬 語 を使 って実際 に質問をする
正式の手紙 を書 く(推薦状の弦頼,礼 状など各 自の二一ズに合 う
ものを選ぶ)
手紙仕上げ ・講評/同 内容を口頭で表現する
テスト(間違いさがし,電 話会話,会 話作 り)
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敬語ワークショップは敬語に関心のある学生の集ま りであり,当 然敬語
の非用はないものの,下 位 の学生に濫用一 謙譲語の使いすぎなど一 が
目立った。尊敬語と謙譲語の混用は最初に集中的に覚えたためか・比較的
少なかった。敬語 ワークシ ョップの目的は敬語の運用力 を高めるためであ
P,一 つでも多 く使 えるようにするというものではないことは言 うまで も
な、い。敬語の運用力を高めるためには,人 間関係のとらえ方,敬 意の表 し





終了後の学生 か らは総 じてrか なリカがついた」の到達度評価 を得た
が,そ の他 の授業評価 を踏まえての反省、点は,会 話力のある学生 とそうで
ない学生に対 し難易度の異なる聴解教材を提供 した り,日 常的な敬語がか
な り使える上位 の学生 に対 して,よ り高度な敬語使用場面,た とえば求職
の電話会話や面接場面などの練習 をするところまで手 が回 らなかったこと
である。時間び不足 していることもあるが,一 つには・そういう場面での
実際の敬語旋用について,筆 者のもつ知識,経 験が限られ七お り書き下ろ
し教材が用意 しにくかったこと,ま た一般 にそうした資料や教材 が手に入
りにくいこともある。面接揚面などは,実 際的で自然なや りとりのテープ
やビデオ教材が特に必要であることを実感した。敬意の表し方の実際的な
学習の一環 として,あ いづちなど言語的な面はそれな りに扱 うことができ
たが,身 振 りのような非言語的要素の練習はほとんどできなかった。
2)敬 語学習の問題点
上 にも述べたように,敬 語のワークシ ョップを通 じて・会話力の低 い学
生ほど敬意を表すのに尊敬語や謙譲語を債いさえすればよいと考え,使 い
すぎる傾向があることがみられた。一方,会 話力のある学生 には,敬 語 を
控え目1弔使 って,そ れでいてある丁寧度 を保つ力のあることがみ られた。
この,敬 語 をそれほど使用 しなくてもある程度の丁寧 さを維持 して話せる
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とい うこ とは,じ つ は 待 遇表 現 の学 習 を考 え る うえで 最 も 重 要 な 点 で あ
る。 筆 者 は,こ れ まで 待 遇 関係 の理 解,敬 意 の表 し方 の学 習 は初 級 か ら必
要 で あ る こ と を主 張 して きた もの で あ る が,こ の敬 語 ワー ク シ ョ ップ を通
じ,い っ そ うそ の必 要 を確信 した。 限 られ た初 級 の学 習 時 問 の中 で網 羅 的
な敬 語 の学 習 は 行 わ な い ま で も,初 級 か ら上 級 とい う 学習 ライ ン の上 で,
ヂ敬 意 の表 し方」 の学 習 一 だれ に敬 意 を 示 す べ きか,ど うい う状 況 で丁
寧 に話 す べ きか一 な ど を体 系 的 に と らえ ・ そ の基 本 的 な待 遇 関係 理 解 の
学習 を初 級 か ら始 め る こ とが肝 要 で ある。
敬 語 学 習 の基 礎 と詮 る のは,普 通 の 「です ・ます 体」 で き ち ん と話 せ る
か ど うか に あ り,ま た,あ る文型 が文 法 的 な意 味 だ け で な くど の よ うな ニ
ュア ンス を伴 っ て い るか を理 解 す る こ と に あ るoさ らに・ 前 置 き な ど談 話
に不 可欠 な ス トラテ ジ ー がす で に使 え るか ど うか も重 要 な要 素 で あ る。 た
と え 目上 に対 し,「 帰 らせ て い た だ け な いで し ょ うか」 「召 し上 が りませ ん
か」 な どの敬 語 表 現 が淀 み な く使 えた と して も,同 じ流 れ の 中 に 「き よ う
用 事 が あ るか ら一 ・」 とか 「買 って きた ん だ け ど」 な どが あっ た らせ っか
くの敬 意 が生 き な い とい う こ とに気 づ か な けれ ば,尊 敬 語 ・謙 譲 語 の学 習
は 単 な る知 識 に と ど ま って しま う。
この意 味 か らも,広 義 の敬 語 学 習 は,日 本 語 学 習 が始 ま った時 点 で始 ま
るべ きで あ り,敬 意 の対 象,敬 意 の表 し方 の学 習 を初級 で の学習 項 目か ら
切 り離 して 先送 りにす べ きで は な い。初 級 で 学 べ る敬 意 の 表 し方 は実 に多
い ので あ る。(岡 野)
1∬ 課 題
各 ワー ク シ ョッ プ で の 課 題 や 提 言 は上 のIIで 担 当教 師 に よ りな され て
い るの で,こ こで は簡 単 に総括 的 な課 題 の指 摘 にと どめ る.多 くは 「技 能
別 選択 目本 語 クラ ス」 を設 けた 揚 合 に起 こ り うる一 般 的 な 問 題 で あ ろ う









3学 期 目のための調査 はできるが,設 置科目決定時翔の都合上,調
査時期が早すぎる
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